
大田区の教育の基本理念は、「地域ぐるみの」教育です。子どもを取り巻く社会や家庭環境の変化
が著しいなか、希望に満ちた未来を創造していくためには、学校・家庭・地域が連携し、大人も子ど
もも、「共に学び、共に高めあう」教育ネットワークをつくっていく必要があります。
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施設利用者調整会議の席で、学校長から「運

動会の警備を手伝ってほしい」という依頼を

受け、体育館や校庭を利用してスポーツを楽

しんでいる８つの団体とわかばの会（おやじ

の会）が協力して運動会の警備を行いました。

同じ施設を利用するもの同士、互いに協力し

合う姿勢を大切に、これからも活動していき

ます。

親児の会は、震災避難訓練等の地域と連携
した行事や学習サポート・遊具の修理等の学
校活動支援、親睦のための先生とのバレーボ
ール大会等、学校教育活動に留まらず地域に
根ざした活動を行っています。様々な経験や

きずな

体験を通して、保護者同士の絆が強くなり地
域や学校が身近な存在となりました。また、親
として地域の子どもたちにも気軽に声をかけ
ること（注意）ができるようになっています。

大田区パソコン同好会は、平均年齢７０歳代

の会員８０名の社会教育関係団体です。週２回、

学校施設を利用して行っている学習会では、

お互いに情報交換しながら技術の向上を目指

しています。また、学習成果と会員のネット

ワークを活用した地域貢献活動として、馬込

小学校とおなづか小学校の授業支援を行って

います。子どもたちとのふれあいは、会員に

とって楽しいひと時となっています。

田園調布一丁目町会・調布大塚自治会の老

人会では、調布大塚小学校の子どもたちにお

手玉やめんこ等の昔遊びを楽しく教えながら

交流を深めています。素朴な遊びの中に含ま

れる手先の訓練や遊び方の知恵の継承と共

に、子どもたちとのふれあいは高齢者の喜び

につながっています。

西六郷一丁目町会と志茂田小学校ＰＴＡは

共催で、「子どもと脳の働き」と「子どもを

守る 防犯まちづくり」という２つの講演会

を行いました。これは、社会教育課の家庭・

地域教育力向上支援事業を利用しており、地

域の中での学びあいを通して自らの知識を向

上させると共に、家庭・学校・地域で相互理

解を深め、子どもたちの健全育成を図ってい

くことを目指しています。

平成��年�月�日発行 第��号

地地域域のの力力がが教教育育をを支支ええるる
大人もいきいき！ 子どももいきいき！ 共に学んで育つ地域教育ネットワーク

学学
校校
をを
拠拠
点点
とと

しし
たた
様様
々々
なな
取取

組組
みみ
のの
一一
例例

学習成果を活かして、子どもたちの授業を支援

大田区パソコン同好会（馬込小／おなづか小）

ＰＴＡ・地域活動を通して学びあい

西六郷一丁目町会・志茂田小学校ＰＴＡ

昔遊びで文化を継承、子どもたちと楽しく交流

田園調布一丁目町会・調布大塚自治会
（調布大塚小）

施設利用者が学校行事を支援

学校施設利用者調整会議（大森第四小）

父親同士が顔見知り、地域の子どもはみんなわが子
お やじ

高畑小学校「親児の会」



室長 今年の夏は普通教室にクーラーが入りましたよね。どうでした？

金子 勉強の能率はとても良くなりました。けれど、地球には良くないので心配

です。

室長 そうだね、環境のことも考えないといけないですね。そのためにも室温を

２８度にするというルールを守って、環境にも配慮しながら冷房を使うようにお願

いしているのですよ。

川上 前の時間が体育だったりすると２８度に設定していても、とても涼しくて良

いです。去年までは暑くて授業に集中できないことがありましたが、今年は涼し

くて集中できた感じがします。

教育委員会では、学校図書の充実・職場体験の全校実施・小中連携事業の推進等、多く

の経験や体験を積み重ね、子どもたちが充実した学校生活を送るとともに、自立した社会

人として成長をすることを目的に様々な事業を行っています。

これらの取組みにより、子どもたちの学校生活がどのように変わったのか、また子どもた

ちはどのように捉えているのか、平成１８年１０月１３日に小中学生と指導室長の座談会を開催

して直接子どもたちの声を聞きました。今回は、その時の模様を掲載させていただきます。

室長 学校に新しい本が入ったでしょう。どんな本が入りましたか？

間宮 僕は妖怪が好きで、今までなかった水木しげるさんの本が新しく入って、

それを読んでいます。なんか、図書館みたいになっちゃってすごいなぁって思っ

ています。

高野 去年は学芸委員で、１学期の終わりに本がたくさん入ってきたので整理を

しました。今年は新しい本が入ってきた効果なのか、利用者が増えて休み時間な

んかも満員です。

平賀 自分は横山光輝の三国志が好きで結構借りたりしています。本が増えて活

性化されて生徒もいっぱい利用しているので、良い図書室だなぁと思っています。

川上 前は図書委員がカードに判を押していたのですが、いまはバーコードが入

ってパソコンで管理しています。最初はみんなそれを見に行ったりしていました。

この前、図書室に行った時は本を読んでいる男子が多くて、読書っていうと女子

のイメージがあったのですが、先輩と後輩が本を読んでいるところを見て、あぁ、

みんな本が好きなんだなと思いました。

本田 僕、去年は図書委員でした。今年は社会科の資料室みたいなのができまし

た。やっぱり、本が増えたことで資料室に入って行く人もいるし、物語を読みに

来る人もいるし、充実していると思います。僕自身も何か調べる時に行ったり休

み時間にも行ったりして、読んだ本の数も増えていると思います。

金子 私も去年は図書委員でした。新しい本が入って古い本との入れ替えをした

時に面白そうな本を見つけて読みに行ったら、図書室が面白くなって、休み時間

等はいつも行っています。

小倉 前は自分が調べたいことがあって

も、本が古くてあまり資料にならなかった

のですが、今は最近問題になっていること

を話題にしている本等もあり、役に立って

います。

室長 新しい本やレイアウトの工夫等で随

分と魅力的な図書室になったみたいです

ね。みなさんの話を聞いているとうれしく

なります。新しい本を入れて良かったなぁ

と思います。

室長 今年から、全ての中学２年生は２日間以上、職場体験に行って
くださいとお願いしています。近々指導室にも来るのだけれども、み
なさんは職場体験には行きましたか？
平賀 僕は６月にスーパーに職場体験に行きました。去年も１日だけ
八百屋に行きました。冷凍ホタテを落としちゃったりして、いろいろ
なことがあったのですが、２日間ということで去年の倍くらい良い体
験になりました。
室長 失敗はどうやって克服したのかな？
平賀 ホタテを落とした時はお店の人が大丈夫だよって。でも自分が
苦労かけているのかなって思ったりして、去年も大変だったけど今年
はもっと骨が折れました。
川上 私は２年生の勤労福祉体験はこれからなのですが、１年生の時
に福祉体験として、高齢者在宅サービスセンターで１日働かせていた
だきました。初めての体験だったのでわからないことがたくさんあっ
て、グループで行ったので固まってしまったこともあったのですが、
職員の方は私たちの名前を覚えてくださって、一人ひとりにちゃんと
役割を持たせてくださいました。最後にはとてもやりがいのあるもの

だなぁって感じることができました。いま私はボランティア部に所属
しているのですが、去年の福祉体験でお世話になったのをきっかけに、
もう一度お願いをして週２回ボランティアとして訪問させていただい
ています。
室長 すばらしいね。もう、ベテランですね。
高野 自分はスポーツ用品店に行きました。そこはお店を開いている
のではなくて、学校が専門で中学校から注文を受けて配達しています。
いつも体育の授業で使っているものや体育倉庫に入っているものの組
み立て等、普段できないことをさせていただきました。お店の方もと
ても良くしてくれました。
室長 身近に感じることができたね。さて、小学生のみなさんは、職
場体験の話を聞いてどう思いましたか？
尾崎 まだ小学生なので、仕事のことはあまり考えていません。でも、
仕事というのは必ず自分の役割があって、ちゃんと責任を持ってやら
なくてはいけないと
思いました。私も将
来は何か仕事をした
いなって思います。
本田 実際に職場体
験の話を聞いて、仕
事は場合によって、
人の命に係わること
も多いので、ちゃん
と責任を持ってしな
くてはいけないと思
いました。

室長 夏休みに補習教室や夏のわくわくスクールをやっていると思いますが、補
習に参加した人はいるかな？
川上 馬込東中では、「学習教室」って呼んでいます。学習教室は５教科あって、
その中から自分で出たい教科を選ぶことができるので、とても助かっています。
辛島 数学と英語の補習がありました。
小倉 補習はあります。あと、小学
生を招いて部活動体験をしたり、木
のイスを作ったりしました。
室長 夏のわくわくスクールのこと
だね。では、「夏わく」のことを教
えてください。
尾崎 詳しくはわかりませんが、サ
イエンスとか料理とかテニスがあり
ます。
間宮 去年は工作の時に参加しまし
た。今年は夏休みプールに毎日通っ
ていたので、都合が悪くて参加でき
ませんでした。

室長 みなさんは、小中連携の取り組みって知ってい

ますか？

高野 うちの学校では、小中連携の会があります。こ

の間も３年生が研究授業みたいなことをやって、小学

校の先生がたくさん見に来たって聞きました。

辛島 生徒会とＰＴＡが主体となって田園調布中フェ

スティバルを行っています。園調調布小に招待状を送

っているので、小学生がたくさん来ています。あと夏

休みには小学生の理科とか国語とかをやっていて、理

科の小学生の部は中学生も一緒にやっています。

室長 今度は、小学生に聞こうかな？ 入学する中学

校がどういう学校か聞いてみたことはありますか？

本田 夏休みに部活動体験があって、部活動の紹介み

たいなことをやっていました。あと、昨日も合唱を小

中連携でやりました。中学生ともたくさん交流してい

るので、中学校にも早めに溶け込めるかなと思ってい

ます。

室長 中学校に入るのに心配なことはありますか？

尾崎 中学校に入ると授業の受け方とかが変わるか

ら、それをのみ込めるかなって、ちょっと不安です。

けれども新しいことがいっぱいあるから、楽しみです。

室長 中学校とは何か交流はしているかな？

尾崎 大森第三中の運動会の時に、小学生と中学生が

協力して球を運んでいく競技があります。

室長 中学生と一緒にやった感想は？

間宮 ミスをしても先輩がとてもやさしくて、僕もあ

あいう風になりたいなと思いました。

室長 平賀君、大森第三中の先輩が随分ほめられてい

るよ。小倉君にも聞いてみようかな？

小倉 地域の小学校と一緒に小中連携で地域清掃ボラ

ンティアをやりました。大森警察署や地域の方にも協

力をいただいていて、新聞の取材も受けました。

室長 新聞に載っていたね。本田君、先輩たちの働き

ぶりはどうでした。

本田 僕たちよりもたくさん仕事をしていて、あんな

先輩になりたいなぁと思いました。

室長 小学生と交流して何か自分自身が変わったこと

はありますか？

小倉 僕は自分が卒業した小学校の子と一緒に地域の

公園を清掃しました。普段はゴミが落ちていても見て

見ぬ振りをしてしまったけれど、小学生と一緒にやる

事でしっかりやらなくてはという思いが出てくるの

で、公園に行ってペットボトルとか置いてあると、近

くのゴミ箱に捨てるということを何回かやりました。

室長 良いことをしているね。さっき尾崎さんが勉強

の仕方が変わるって心配していたけれど、何かアドバ

イスはありますか？

高野 自分も６年生の時には、中学校のことがすごく

気になっていました。中学校は小学校の時とは勉強の

仕方が変わるので大変だけど、その分楽しいこともた

くさんあります。また、生徒の数も増えて、みんなで

いろいろとやるのは難しいけれど、できた時の達成感

もあるし、逆に人数が増えて楽しいこともたくさんあ

るから大丈夫だと思います。

あと、入学前には生徒会が志茂田小に中学校の勉強

の仕方や部活動の紹介に行きます。最近は小中連携が

充実していて、自分の時よりもいろいろと交流をして

いるので中学校のことが良くわかるようになって良い

と思います。

室長 尾崎さん、中学校は楽しいらしいよ。他の小学

生はどうかな？

金子 中学校に入って、違う小学校から来た子とか知

らない子がたくさん居たりしたら困るかなぁとかちゃ

んと馴染めて仲良くできるかなぁとか不安です。

室長 なるほど、先輩諸君どうですか。

小倉 入学式のすぐ後に先生が１人ずつ紹介してくれ

ました。あと、同じ学校の子から紹介してもらったり、

紹介してもらった子からまた紹介してもらったり、あ

と部活動を通しても他の小学校から来た子とも知り合

えました。

室長 何かきっかけや共通の話題があると話ができた

りするんだよね。席が隣の子に「通学にはどのくらい

かかるの？」等、積極的に話をしようとすれば大丈夫

ですよね。

辛島 大丈夫だと思います。その他にも移動教室とか

もあるので、その時に仲良くなれるし、クラスの違う

子ともわかりあえると思います。

間宮 僕はバスケットをやっています。中学校でもバ

スケ部に入りたいのですけれど、いろいろな学校の子

が来るので、もっともっと上手な子がいたりして、力

の差によって練習量や扱いが変わることってないのか

なぁって不安です。

小倉 僕はバトミントンをやっているんですけど、個

人の競技ではあるけどバドミントン部という１つの団

体として活動しています。練習もグループに分かれて

するので大丈夫です。

室長 私も柔道部の顧問をしていたけれど、強い子に

は強い子なりに初めての子には初めてなりに指導して

いました。先輩や顧問の先生は、みんながそれぞれに

伸びるように工夫してくれるから、心配はいらないと

思いますよ。

他に何か小学生にアドバイスみたいなことはありま

すか？

川上 いろいろとあると思いますが、先輩との関係・

先生との関係・友だちとの関係は分けて考えることが

必要です。先生に敬語を使うのは普通のことですが、

先輩にも敬語をきちんと使った方が良いと思います。

あと、友だちだからといって少しきついことを言って

しまったりする子がいるのですが、慣れるまではあま

りきつい事等を言わないで、本当に仲良く慣れてから、

少しずつ自分を出して友だち関係を深めていった方が

良いと思います。

室長 先輩は先輩として敬って、先生は先生として尊

敬してということですね。

大田区の小中

学生の代表と直

接話を聞くこと

ができ、大変う

れしく思いま

す。はじめ少し緊張しているよ

うでしたが、会話が弾むにつれ、

一人ひとりの考えや毎日の学校

生活の様子を知ることができま

した。懇談の時間はあっという

間でしたが、みなさんの発言は

とても利発で、大田の将来を担

ってくれるだろうと確信しまし

た。

また、教育環境の整備や教育

施策の一つひとつが、子どもた

ちに直接反映していることも改

めて実感しました。今後も大田

区の子どもたちのために尽力し

てまいります。

参加された児童・生徒のみな
さんからはたくさんの発言をい
ただきましたが、紙面の都合上
すべてを掲載できません。ご了
承ください。

平成１８年度から全中学２年生が職場体験を
実施しています。

（馬込東中２年 川上美和さん）

去年の福祉体験をきっかけに、週２回ボランティ
アとして訪問させていただいています。

学校図書が充実しています。

（山王小６年 間宮誠さん）

（大森第三中２年 平賀拓史さん）
本が増えて活性化されて生徒もいっぱい利用しているので、
良い図書館だなぁと思います。

なんか、図書館みたいになっちゃってすご
いなぁって思っています。

平成１８年夏、普通教室に冷房が入りました。

（入新井第一小６年 金子美帆さん）

勉強の能率はとてもよくなりました。
けれど、地球には良くないので心配です。

（大森第二中２年 小倉裕貴さん）

小学生を招いて部活動体験をしたり、木のイスを作った
りしました。

夏休み、補習教室や夏のわくわくスクールが全ての小
中学校で実施されました。

小学校から中学校への円滑な接続を
目指し、小中連携を推進しています。

（田園調布中２年 辛島竜彦さん）

生徒会とＰＴＡが主体となって田園
調布中フェスティバルを行っていま
す。

（入新井第一小６年 本田拓哉さん）

中学生ともたくさん交流している
ので、中学校に行っても早めに溶け
込めるかなと思っています。

（山王小６年 尾崎みずえさん）

中学校に入ると授業の受け方とかが
変わるから、それをのみ込めるかなっ
て、ちょっと心配です。

（志茂田中２年 高野龍馬さん）

中学校は小学校とは勉強の仕方が
変わるので大変だけど、その分楽し
いこともたくさんあります。

座談会を終えて…
指導室長 野口敏朗

小小中中学学生生ととのの座座談談会会
子どもたちの学習環境を充実させるために

平成１９年（２００７年）１月１日 �� 第９０号 おおたの教育
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１８
年
４
月
か
ら
、
子
ど
も
緊
急
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
区
立
学
校
等
か
ら
子

ど
も
の
安
全
に
関
す
る
情
報
の
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１２
月
１
日
か
ら
は
、
さ
ら
に
私
立
学

校
等
に
範
囲
を
広
げ
、
私
立
保
育
園
・

幼
稚
園
・
小
中
学
校
、都
立
養
護
学
校
、

外
国
人
学
校
等
に
通
う
お
子
さ
ん
の
保

護
者
の
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
情
報
配

信
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
登

録
が
必
要
で
す
。

〈
登
録
方
法
〉

◇
区
内
の
私
立
学
校
等
に
通
っ
て
い
る

方
�
学
校
等
か
ら
登
録
方
法
の
案
内
を

配
付
し
ま
す
。

◇
区
外
の
私
立
学
校
等
に
通
っ
て
い
る

方
�
問
合
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

〈
問
合
先
〉

◇
私
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
、
都
立
養

護
学
校
、
外
国
人
学
校
に
通
っ
て
い
る

方
�
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
私
学
行
政
担

当電

話

５
７
４
４
―
１
６
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
７
４
４
―
１
５
３
５

◇
私
立
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
方
�
保

育
サ
ー
ビ
ス
課
管
理
係

電

話

５
７
４
４
―
１
２
７
９

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
７
４
４
―
１
５
２
５

最
近
、
子
ど
も
の
い
じ
め
を
原
因
と
す

る
痛
ま
し
い
事
件
が
お
き
て
お
り
、
大
田

区
教
育
委
員
会
で
も
深
刻
な
事
態
と
し
て

重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

い
じ
め
は
、
人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
重
大
な
問
題
で
す
。

大
田
区
教
育
委
員
会
で
は
、
従
前
よ
り

大
田
区
立
学
校
の
い
じ
め
を
な
く
す
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
改
め
て
、
学
校
に
対
し
、
い
じ
め

の
兆
候
の
迅
速
な
把
握
と
、
い
じ
め
の
防

止
・
解
決
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
教
職
員
が
、
い

じ
め
問
題
の
重
さ
を
受
け
止
め
、
解
決
の

た
め
に
全
力
で
取
り
組
む
よ
う
指
導
の
徹

底
を
図
り
ま
し
た
。

い
じ
め
の
問
題
を
解
決
す
る
上
で
、
学

校
と
家
庭
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
子
様
に
寄
り
添
っ
て
い
た
だ
く
中
で
、

小
さ
な
変
化
や
サ
イ
ン
に
気
づ
か
れ
た
場

合
に
は
、
お
子
様
と
話
し
合
い
、
そ
の
気

持
ち
を
受
け
止
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
す
ぐ
に
学
校
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
大
田
区
に
は
、
い
じ
め
等
の
問

題
を
含
め
た
相
談
機
関
で
あ
る
大
田
区
立

教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
室
を
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
田
区
教
育
委
員
会

委

員

長

櫻

井

光

政

〃

同
職
務
代
理
者

渡

邉

盛

雄

〃

委

員

野

口

和

矩

〃

委

員

高

山

美
智
子

〃

教

育

長

細

島

徳

明

大
田
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー

電
話

５
７
４
８
―
１
２
０
１

月
曜
日
〜
日
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

大
田
区
池
上
１
―
３２
―
８

池
上
会
館
４
階

「
見
て
み
て
、
こ
ん
な
に
大
き
い
よ
。
」

「
わ
ぁ
、
い
っ
ぱ
い
。
」

１０
月
２１
日
、
横
浜
市
緑
区
に
あ
る
磯
貝

農
園
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
歓
声
が
あ

が
り
ま
す
。

今
日
は
、
春
に
自
然
塾
の
参
加
者
が
植

え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
の
日
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
ち
ゃ
ん
と
育
つ
か
な
と
心
配

し
な
が
ら
植
え
た
こ
と
、
夏
の
暑
い
日
に

行
っ
た
芋
の
ツ
ル
返
し
、
作
業
の
後
の
ス

イ
カ
が
最
高
に
お
い
し
か
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
楽
し

み
だ
っ
た
竹
林
の
探
検
、虫
取
り
・
・
・
。

自
然
塾
は
「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
自
然

体
験
を
通
し
て
、
地
域
の
中
で
子
ど
も
た

ち
を
育
む
一
端
を
担
い
た
い
。
」
と
ひ
ろ

ば
の
会
が
小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
が
始
ま
っ
た

の
は
８
年
前
で
す
。
当
時
は
教
育
委
員
会

の
講
座
を
ひ
ろ
ば
の
会
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
し
た
が
、今
年
か
ら
は
地
域
講
座（
連

携
講
座
）
と
し
て
主
体
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

自
然
塾
の
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

も
増
え
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
児
童
の
お

父
さ
ん
が
「
収
穫
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

育
つ
過
程
を
知
る
こ
と
。
」
を
基
本
と
し

た
活
動
に
賛
同
し
て
翌
年
か
ら
は
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
４
年
前
に
は
都
立
園
芸
高
校
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
近
隣
の
高
校
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
昨
年
度
か
ら
田
園
調
布
高
校
の
先

生
と
生
徒
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ひ
ろ
ば
の
会
の
み
な
さ
ん
は
、
「
無
償

で
畑
を
提
供
し
活

動
を
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
磯
貝
農

園
の
み
な
さ
ん
に

感
謝
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も

利
用
者
の
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め

に
活
動
を
続
け
た

い
。
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
と
歓
声
は
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
み
な

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
源
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

表
彰
（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
）

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
で
次
の
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
が
立
派
な
成
績
を
お
さ
め

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
ス
ポ
ー
ツ
部
門
﹈

■
第
１
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣

道
優
勝
大
会
出
場

出
雲
中
１
年
加
賀

将
範

■
第
１０
回
少
年
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

第
３
位

大
森
第
一
中
１
年
美
濃
部
彩

加
■
第
４９
回
小
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権

大
会
準
優
勝
・
第
１０
回
少
年
世
界
空
手

道
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
１６

大
森
第
一

小
５
年
美
濃
部
将
啓

■
第
２２
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大

会
出
場

入
新
井
第
二
小
６
年
岸
田
彩
花

﹇
文
化
部
門
﹈

■
第
４６
回

東
京
都
中
学
校
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
「
金
賞
」

矢
口
中
学
校
吹
奏

楽
部

「
銀
賞
」

大
森
第
一
中
学
校

吹
奏
楽
部

■
第
６１
回
日
本
書
道
美
術
院
教
育
部
展

「
金
剛
峰
寺
賞
」

大
森
第
一
中
３
年

青
木
み
ず
ほ

「
み
ん
な
の
書
賞
」
同

高
村
悠
貴

「
特
選
」
同
平
林
良
崇
・

塚
原
靖

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教教
育育
委委
員員
会会
のの
主主
なな
議議
題題

平
成
１８
年
第
８
回
定
例
会

・
大
田
区
立
図
書
館
館
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

平
成
１８
年
第
１
回
臨
時
会

・
平
成
１８
年
度

第
三
次
補
正
予
算
要
求

原
案
に
つ
い
て

平
成
１８
年
第
１０
回
定
例
会

・
大
田
区
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
原
案
の
提
出
に
つ
い
て

・
大
田
区
立
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
原
案

の
提
出
に
つ
い
て

平
成
１８
年
第
２
回
臨
時
会

・
大
田
区
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者
の
選

定
に
つ
い
て

・
大
田
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教教
育育
委委
員員
会会

定定
例例
会会
のの
予予
定定

平
成
１９
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
開
催

予
定
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
日

時

平
成
１９
年
１
月
２４
日
（
水
）

平
成
１９
年
２
月
２８
日
（
水
）

平
成
１９
年
３
月
２８
日
（
水
）

◇
時

間

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
で
す
。

◇
場

所

本
庁
舎
６
階

教
育
委
員
会
室

※
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

庶
務
係

電
話
５
７
４
４
―
１
４
２
２

大
田
区
立
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
筝
・
三
味
線

・
和
太
鼓
等
の
和
楽
器
に
よ
る
演
奏
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

◆
開
催
日

３
月
１０
日
（
土
）
午
後
１
時
３０
分
開
演

◆
会

場

大
田
区
民
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料

無
料
（
定
員
に
な
り
ま
し
た
ら
入
場
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
）

◆
問
合
先

指
導
室
管
理
係

電

話

５
７
４
４
―
１
４
３
６
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子子どどもも緊緊急急シシスステテムムのの
対対象象範範囲囲がが拡拡大大さされれ
ままししたた。。

１２月１日から
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るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

雪雪
谷谷
文文
化化
セセ
ンン
タタ
ーー
利利
用用
者者
のの
会会「「
ひひ
ろろ
ばば
のの
会会
」」

大大田田区区立立小小中中学学校校
伝伝統統音音楽楽演演奏奏会会

いい
じじ
めめ
をを
絶絶
対対
にに
許許
ささ
なな
いい
、、すす
べべ
てて
のの
幼幼

児児
・・
児児
童童
・・
生生
徒徒
たた
ちち
のの
命命
をを
守守
るる
たた
めめ
にに

きききききききききききききききききききき
ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず
なななななななななななななななななななな
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